
第134号 平成31年4月1日発行 （公社）山形市シルバー人材センター

内容紹介

正会員数 1,152名　賛助会員 43個人・70団体（2月28日現在）

霞城公園　桜まつり（第六地区  外崎  奈奈美さん撮影）

P2　　平成31年度を迎えて
P3　　事業所訪問を実施
　　　女性部会だより
P4　　モニター調査結果報告
P5　　わが街自慢

P6～7 会員のひろば
P8　　就業会員を訪ねて
P9　　人あり・技あり・心あり
　　　新入会員紹介
P10　 事務局だより

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター 検 索
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平
成
三
十
一
年
度
を
迎
え
て

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

　

山
形
市
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
で
約

八
万
七
千
五
百
人
（
対
人
口
比
三

四
％
）
に
増
加
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の

会
員
は
平
成
三
十
一
年
一
月
末
で
千

百
三
十
六
人
と
、
こ
こ
四
年
間
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
全
国

的
に
は
会
員
が
漸
減
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
国
シ
ル
バ
ー
事
業
協
会
で

は
、
三
十
年
度
か
ら
再
度
、
会
員
百

万
人
達
成
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
、
全
国
の
各
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
計
画
推
進
を
要
請
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
役
職
員

に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
や
、
世
話
役

会
や
地
区
研
修
会
に
お
い
て
、
会
員

の
皆
様
に
友
人
・
知
人
の
紹
介
を
呼

び
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
引
き
続
き
、『
イ
チ
イ
チ
運
動

の
積
極
的
な
展
開
』
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
会
員
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
契
約
実
績
は
、
会

員
の
増
加
に
伴
い
、
こ
こ
数
年
順
調

に
実
績
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
の
派
遣
事
業
は
、

大
口
の
業
務
の
廃
止
な
ど
か
ら
一
割

程
度
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

小
売
・
流
通
業
を
中
心
に
受
注
件
数

は
増
え
て
お
り
ま
す
し
、
依
然
求
人

倍
率
は
一
・
六
倍
と
高
水
準
で
す
の

で
、
現
役
世
代
支
援
の
重
点
業
種
で

あ
る
保
育
、
介
護
分
野
へ
の
、『
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
拡
大
』
を
図
り
、

新
規
就
業
開
拓
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
時
の
事

故
が
平
成
二
十
九
年
度
は
五
件
発
生

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
三
十
一
年

二
月
時
で
は
ま
だ
０
件
で
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
取
り
組

ん
だ
「
三
年
間
事
故
ゼ
ロ
」
運
動
で

す
が
、
三
十
年
度
か
ら
改
め
て
「
事

故
ゼ
ロ
」
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
役
職
員
・
会
員
全

員
で
『
安
全
就
業
の
推
進
』
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
、
政
府
で
は
、「
働
き
方
改
革
」

を
推
進
し
、
生
涯
現
役
を
推
奨
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、
当
セ
ン

タ
ー
も
参
加
し
て
い
る
「
や
ま
が
た

生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
協
議

会
」
で
は
、
高
齢
求
職
者
の
相
談
窓

口
の
開
設
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
農

産
物
直
売
所
・
農
園
の
運
営
な
ど
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
年
度

も
引
き
続
き
、
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
は
、
平
成
二
十

六
年
に
策
定
さ
れ
た
「
中
期
事
業
計

画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
策
定
委
員
会
で
『
新
た
な
中
期

事
業
計
画
の
策
定
』
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
改
元
と
役
員

改
選
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新

た
な
役
員
の
ご
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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女性部会だより

　新年を迎え、女性部ではしるんばコミサロン
を開催しました。頭の体操といわれている、折
り紙で可愛い「ピエロ」を折りました。最初は
難しそうと困った様子でしたが、説明すると簡
単に折れたので、とても楽しいと喜ばれました。
家に帰ったら孫に教えられると大喜びで、参加
してよかったとの声をいただきました。私も講
師をしてとても嬉しかったで
す。
　今年度は他に和菓子店の講
師の方をお呼びし、生菓子作
りも行いました。こちらも多
数の方から参加していただき
好評でした。ありがとうござ
いました。

　事業所訪問

　入居者へのタオル手渡し

　
今
回
は
「
事
業
所
訪
問
」
の
内
容
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
、
職
班
リ
ー
ダ
ー
と
担

当
理
事
と
の
意
見
交
換
会
や
、
各
地
区

の
研
修
会
に
お
い
て
、
就
業
先
の
会
員

様
か
ら
「
役
員
や
事
務
局
職
員
は
、
実

際
に
私
た
ち
の
職
場
、
仕
事
の
内
容
を

解
っ
て
い
る
の
か
？
ぜ
ひ
私
た
ち
の
仕

事
ぶ
り
を
見
て
、
解
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
ご
要
望
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
ご
意
見
を
受
け
止
め
、
就
業
先
様
の

了
解
を
得
た
上
で
、
就
業
会
員
様
と
の

面
談
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
部
会
員
二
名
と
事
務
局
職
員

一
名
の
計
三
名
で
、
年
三
回
九
カ
所
を

訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

①
就
業
先
で
の
仕
事
の
内
容
。

②
健
康
状
態
と
定
期
的
に
健
診
を
受

け
て
い
る
か
。

③
現
在
、
困
っ
て
い
る
事
は
な
い
か
。

④
事
務
局
や
就
業
先
へ
の
要
望
は
な

い
か
。

　
等
々
を
伺
い
、
会
員
様
の
身
だ
し

な
み
や
言
葉
づ
か
い
等
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
約
十
五
分
程
で
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
会
員
様
か
ら
の
ご
意
見

は
、

◎
良
好
な
環
境
で
就
業
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

◎
出
来
る
だ
け
長
い
期
間
就
業
し
た

い
。

◎
会
員
同
士
協
力
し
合
っ
て
仲
良
く

や
っ
て
い
ま
す
。

事
業
部
会
長

加
藤
　
芳
男

女性部会長 塩野　美智子

事
業
所
訪
問

　
　
　
を
実
施

事
業
所
訪
問

　
　
　
を
実
施

　
全
体
的
に
喜
び
の
感
想
が
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
実
施
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●しるんばコミサロンの活動

　2月18日に、市長より山形学園への寄付に対
しての感謝状をいただくことができました。
山形学園への寄付も、お陰様で7回目を迎え
ました。「継続は力なり」これからも努力して
いきたいと思っています。園長先生の笑顔が
とても印象的でした。
　2月26日には、「愛日荘」と「やすらぎの里

金井」へ、未使用タオルを
寄付して来ました。女性部
だけでは困難な事業です
が、シルバー会員皆様のご
協力で成就できたことに安
堵しています。施設の皆様
からは大変喜ばれていま
す。

●寄付（バザー売上寄付・タオル寄付）について
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広報部会長 佐藤　明

会報モニター調査結果の報告
（抜粋版、会報シルバーやまがた130 ～133号 /モニター会員１１名）

モニターの皆様、一年間ご協力ありがとうございました。
モニター会員様からいただいた調査結果は、会報の編集や誌面に限りなく反映させてまいります。
より一層のご愛読、ご支援をいただきますようよろしくお願いします。

NO.

1

モニター会報
NO.

載せてもらいたい
記事？

表紙写真を含め全体的な印象や
感想そして意見や要望

設問
2

印象に残った
記事？

設問
1

設問
3

会報130号  会員の広場（鬼のツノ） 表紙の桜がとっても良い
土手は気をつけてください ー

 ー

（H30.4.1）

2 会報130号
会員のひろば
就業会員を訪ねて

（H30.4.1）

3 会報131号
地域紹介 わが街自慢
会員のひろば
就業会員を訪ねて（H30.7.1）

4 会報131号

安全適正就業強化月間
役員視察研修実施
アンケート調査結果報告

（H30.7.1）

5 会報131号
わが街自慢
会員のひろば

（H30.7.1）

6 会報132号
会員のひろば
｢シルバー｣という
名の下に集う身になって（H30.10.1）

11 会報133号
安全パトロール実施
就業会員を訪ねて
人あり・技あり・心あり（H31.1.1）

7 会報132号
安全講習会・参加者の声
会員のひろば　
就業会員を訪ねて（H30.10.1）

8 会報132号
第15回安全就業標語
入選発表会・
安全講習会実施（H30.10.1）

10 会報133号

抜き打ち安全パトロール
実施報告書
（良い意味での緊張感をもらえた）
事務局だより内の
所得税法上の取扱いに
於ける公的年金控除額一覧
一目瞭然⇒理解）

（H31.1.1）

9 会報133号

・ブロック研修
  自助共助についての話
・清掃奉仕活動
  小雨の中参加者85名の
  方が頑張った事

（H31.1.1）

「就業会員を訪ねて」は毎回楽しみにして
おります。会員の方がどんな仕事をしてい
るのか苦労しているのか良くわかります。
今後も色々な方を紹介してください。

会報の表紙、総会時の写真がすばらしい

今回（131号）の内容は近年では出色です
（特にアンケート調査）。ただ一点は退任・
新任役員紹介ですが氏名だけではどこのど
なたかとなります。地区・出身母体等記入し
てほしい。

・全体的にすばらしい　　　　　
・就任者の挨拶、退任者の一口コメント等を
掲載してもらいたかった。

表紙写真が今号にふさわしい季節を感じ
させる良い作品でした。

表紙いいですね。秋の風情があります。

表紙の写真・秋の装い。紅葉がすばらしく
心がいやされました。しばらく見ていまし
た。「心に残る作品創り」の記事も読みまし
た。すばらしい写真だと思いました。

会員のひろば編は共通の考えが
あり、定年後の人生観を筆に執
ることは、脳活にもつながり良い
場面です。

・定時総会の出席者数、会員増
加対策について　　
・会員の健康についての注意点
や維持について　　　

次号には文化祭の会場の様子
や作品等紹介する記事の掲載
を願います。

愛好会の活動状況等について

安全就業標語入選発表会の記事
に最優秀・優秀作品に入選され
た方の感想を載せてもらいたい。

日々の暮らしに役立つ情報。今
は消費税が10％になるような事
で話題になっているようです。

・まっ先に目に飛び込んで来た表紙の「重
ね扇紅白椿」見とれてしまいました。とても
90歳とは…　　　　　
・いつも楽しみにしている「わが街自慢」 今
回も水分(みくまり）神社へ行ってみたい所
となりました。ありがとうございました。

驚きです。90歳の方の作品（手が込んでい
る）、またシルバー会員だったとは驚きの連
続です。

会員の就業先の選択肢拡大の
目的で剪定講習会を開いてもら
い、それをいかして本当に活動
できたのか。

毎号楽しく読ませていただいて
います。より分かりやすく、親し
みある会報をお願いします。

新春に相応しい淡いピンクの中に紅白椿
の押絵の表紙は穏やかで好印象でした。シ
ルバー人材センターという有意義な組織が
まだまだ周知されていない感じがしていま
す。　
ポスティングシステムの活用等を利用する
等もっとＰＲしてほしい思いがします。

昨今の人手不足の影響で新し
い分野から必要性も生じ職種
も増えていると考えられます。
そのまわりの簡単な説明、紹介
等併せて掲載していただきたい
と希望します。
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私
の
居
住
す
る
第
一
地
区
は
商

業
の
街
で
あ
る
が
ゆ
え
、
ド
ー
ナ

ツ
化
現
象
の
た
め
人
口
も
子
供
の

数
も
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

ん
な
中
、
今
回
は
地
域
の
宝
物
で

あ
り
、
我
が
家
の
お
隣
さ
ん
で
も

あ
る
山
形
市
立
第
一
小
学
校
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
一
小
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
生

ま
れ
の
祖
母
は
、
一
小
の
前
身
で

あ
る
横
町
尋
常
小
学
校
の
第
一
回

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
自
慢

し
て
い
ま
し
た
。
一
小
の
歴
史
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
筆
す
べ
き

こ
と
は
グ
ラ
ン
ド
に
屋
根
付
の
本

格
的
な
土
俵
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
毎
年
五
月
に

行
わ
れ
る
相
撲
大

会
は
児
童
全
員
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
工
夫
し
て
考

え
た
四
股
名
は
な

か
な
か
秀
逸
で
、

六
年
生
の
代
表
に

よ
る
横
綱
土
俵
入

り
は
観
客
か
ら
期

せ
ず
し
て
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
の
か

け
声
も
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
に
、
友
情
と
親
善
を
目
的
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
贈
ら
れ
た
「
青
い
目

の
人
形
」
の
精
神
を
今
も
受
け
継

ぎ
、
友
情
と
平
和
の
尊
さ
を
教
え

る
『
あ
し
た
に
』
の
像
が
正
面
玄

関
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
春
に
は
校
庭
の
桜
を
愛
で
、
夏

に
は
地
域
も
一
体
と
な
っ
た
夏
祭

り
の
露
店
か
ら
漂
う
匂
い
、
秋
に

は
運
動
会
の
応
援
練
習
で
知
る
そ

の
年
の
ト
レ
ン
ド
の
曲
、
冬
に
は

雪
を
ま
と
っ
た
築
山
を
な
が
め
、

五
感
で
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
一

小
の
風
景
で
す
。

　
し
か
し
、
何
よ
り

グ
ラ
ン
ド
か
ら
響
く

子
供
達
の
元
気
な
声

が
シ
ル
バ
ー
世
代
の

私
達
に
と
っ
て
は
最

高
の
活
力
剤
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

「
♪ 

み
ず
き
よ
ら
か
に
　

　
　
　
　
　
ま
み
が
さ
き

　
　
わ
か
く
さ
も
え
る
　

　
　
　
　
　
き
し
ち
か
く 

♪…

」

　
山
形
市
立
第
八
小
学
校
（
一
九

五
三
年
開
校
）
校
歌
の
歌
い
出
し

だ
。
わ
が
第
八
地
区
は
馬
見
ヶ
崎

川
に
沿
っ
た
西
南
に
位
置
し
て
い

る
。
第
八
小
学
校
の
学
区
内
で
、

あ
さ
ひ
町
、
小
白
川
町
一
〜
五
丁

目
、
松
波
一
〜
三
丁
目
、
緑
町
三

〜
四
丁
目
か
ら
成
る
。

　
馬
見
ヶ
崎
川
沿
い
は
、
四
季

折
々
に
市
民
で
大
い
に
賑
わ
う
。

春
に
は
二
百
本
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル

が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
秋
に

は
日
本
一
の
芋

煮
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
会

場
、
山
形
ま
る

ご
と
マ
ラ
ソ
ン

の
コ
ー
ス
に
も

な
る
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
馬

見
ヶ
崎
川
は
そ
の
昔
、
山
形
城
の

北
側
（
旧
県
庁
前
通
）
を
流
れ
て

い
た
。
暴
れ
川
で
度
々
洪
水
に
見

舞
わ
れ
た
た
め
、
一
六
二
四
（
寛

永
元
）
年
、
山
形
城
主
・
鳥
居
忠

政
が
盃
山
を
切
り
崩
し
現
在
の
流

れ
に
変
え
た
と
い
わ
れ
る
。

　
地
区
内
に
は
山
形
八
小
、
山
形

一
中
、
山
形
大
、
山
大
付
属
小
・

中
校
や
市
消
防
本
部
、
県
庁
、
県

警
な
ど
が
あ
る
。

　
い
ま
第
八
地
区
の
会
員
は
盃
山

や
千
歳
山
、
馬
見
ヶ
崎
川
を
望
み

な
が
ら
、
桜
の
春
を
待
っ
て
い
る
。

第
一
地
区

髙
橋
　
俊

第
八
地
区

武
田
　
満

大盛況だった日本一の芋煮会
フェスティバル

馬見ヶ崎川風景

幕内土俵入り
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山
形
市
Ｓ
Ｃ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員
と

し
て
年
四
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
懇
親

会
に
参
加
し
て
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

ゴ
ル
フ
を
継
続
し
て
い
る
の
は
、
体

幹
筋
力
の
維
持
が
目
的
で
、
そ
の
た
め

に
、
定
期
的
に
練
習
や
所
属
す
る
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
飛
距
離
が
落
ち
る

の
が
当
然
で
す
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
技

術
の
習
得
を
実
践
し
て
、
飛
距
離
を
維

持
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
の
初
旬
に
い
わ
き
市
の
コ
ー
ス

に
て
練
習
場
で
一
緒
に
な
る
仲
間
八
人

と
一
泊
二
日
で
プ
レ
ー
。
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
の
確
認
と
今
年
の
打
ち
は

じ
め
を
し
て
、
夜
は
ア
ン
コ
ウ
鍋
で
美

酒
を
堪
能
し
て
来
ま
し
た
。

　

来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
ゴ

ル
フ
は
正
式
種
目
に
な
り
ま
す
の
で
、

若
い
人
達
の
競
技
人
口
も
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
子
化
が

あ
ら
ゆ
る
業
界
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
に
、
ゴ
ル
フ
界
も
例
外
で
な
く
、

ど
の
コ
ー
ス
も
中
高
年
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
の
た
め
廃
場
や
コ
ー
ス
縮
小
に
追

い
込
ま
れ
て
ソ
ー
ラ
ー
発
電
パ
ネ
ル
が

設
置
さ
れ
た
り
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
が

出
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
年
頃
に
な
り
ま
す
と
、
話
題
が

病
気
や
死
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

さ
る
ご
住
職
は
、
奥
様
と
一
緒
に
毎

晩
納
豆
一
パ
ッ
ク
を
お
食
べ
に
な
る
そ

う
で
す
。
住
職
い
わ
く
、

「
納
豆
一
パ
ッ
ク
の
成
分
に
は
、
脳
梗

塞
の
治
療
の
た
め
の
点
滴
一
パ
ッ
ク
と

同
じ
く
ら
い
の
成
分
が
有
る
。」
と
。

　

確
か
に
、
ご
住
職
夫
妻
は
齢
八
十
後

半
で
す
が
、
頭
脳
明
晰
、
目
も
耳
も
足

も
支
障
な
く
、
又
ご
住
職
は
年
に
二
十

数
回
東
京
方
面
へ
も
足
を
運
ば
れ
る
、

そ
れ
は
お
忙
し
い
方
で
す
。

　

納
豆
を
食
べ
る
と
体
中
の
血
管
が

隅
々
ま
で
き
れ
い
に
な
る
。
こ
ん
な
手

軽
な
健
康
法
は
な
い
。
と
教
え
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
や
っ
て
み
る
と
続
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
三
百
六
十
五
日
、
何
十
年

も
続
け
る
の
は
、
ま
さ
に
修
行
で
す
。

　

そ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
の
で
、

私
は
、
時
々
納
豆
を
食
べ
な
が
ら
、
わ

が
高
瀬
地
区
の
三
宝
岡
風
立
寺
に
座

す
、
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
の
ご
利
益
の
あ

る
「
こ
ろ
り
観
音
様
」
に
で
も
お
参
り

に
行
き
、
毎
日
ピ
ン
ピ
ン
元
気
に
頑
張

ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

芝
刈
り
の
近
況

出
羽・明
治
地
区

菅
井
　
和
廣

納
豆

山
寺・高
瀬
地
区

大
友
　
智
恵
子

　

昨
年
の
十
二
月
よ
り
、
宿
直
員
と
し

て
就
業
し
、
リ
ー
ダ
ー
並
び
に
諸
先
輩

方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鋭

意
努
力
中
で
す
。
不
備
な
点
を
反
省
し

つ
つ
、
約
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

古
希
を
過
ぎ
振
り
返
る
と
、
仕
事
と

人
生
を
無
難
に
過
し
て
き
ま
し
た
。　

　

十
数
年
前
、
高
齢
の
両
親
を
介
護
施

設
で
、
穏
や
か
に
看
取
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
お
世
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
職
員
の
方
の
、
ご
苦
労
を

感
じ
と
る
事
が
希
薄
で
し
た
。

　

介
護
施
設
に
就
業
し
て
み
て
、
介
護

と
い
う
仕
事
が
い
か
に
重
要
で
大
変
か

を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　

介
護
職
の
仕
事
は
綿
密
細
や
か
な
引

継
ぎ
や
意
志
の
疎
通
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
突
然
の
病
気
や
救
命
対
応
。
日
夜
、

複
雑
な
勤
務
に
就
き
な
が
ら
、
い
つ
も

張
詰
め
た
心
構
え
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

百
名
近
く
の
入
居
者
は
、
様
々
な
個

性
を
持
ち
、
健
康
状
態
や
食
事
・
家
庭

環
境
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

の
介
護
業
務
と
、
そ
れ
ら
の
基
盤
に
携

さ
わ
る
各
職
員
の
方
々
は
、
本
当
に
御

苦
労
様
で
す
。

　

私
も
宿
直
員
と
し
て
、
職
員
の
皆
様

の
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

「
み
こ
こ
ろ
の
園
宿
直
員
」

　
　
　
と
し
て
の
勤
務
所
感

蔵
王
地
区

小
関
　
誠

健康・趣味・つながり
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会
報
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
第
一
三
〇

号
か
ら
一
三
三
号
ま
で
の
四
回
（
一
年

間
）
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
無
事
に
終
了

し
て
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
調
査
の
主

旨
は
、
会
員
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
や
ま

が
た
を
楽
し
く
、
解
り
易
く
、
会
員
の

為
の
必
要
事
項
を
入
れ
て
各
号
と
も
満

足
の
い
く
内
容
に
し
て
、
又
表
紙
は
季

節
に
合
っ
た
写
真
を
用
い
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
諸
々
の
要
望
等
盛
り
だ

く
さ
ん
を
会
報
に
載
せ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
一
考
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
各
号
に
期
待
し
マ
ン
ネ
リ
化

に
な
っ
て
い
な
い
か
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
で
は
記

事
の
内
容
、
配
分
、
配
置
、
印
象
に
残

る
か
、
ま
た
載
せ
た
い
記
事
、
表
紙
写

真
等
が
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
内
容
で
し

た
。

　
今
後
も
誌
面
作
り
は
大
変
で
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
会
員
の
た
め
に
よ
り
良
い

会
報
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
調
査
を
終
え
て

東
沢
地
区

山
田
　
正
男

　
私
達
歌
謡
愛
好
会
は
、
昨
年
十
月
十

六
日
に
山
形
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ

た
ご
荘
」
へ
の
慰
問
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
午
後
、

会
員
十
八
名
は
、
歌
や
詩
吟
、
音
楽
体

操
等
で
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
曲
一

曲
に
親
し
み
の
あ
る
、
懐
メ
ロ
曲
が
流

れ
る
た
び
に
当
時
の
自
分
に
戻
っ
た
の

で
し
ょ
う
、
ほ
ほ
え
ん
だ
り
、
涙
し
た

り
、
物
思
い
に
浸
っ
た
り
し
て
い
る
姿

は
ま
さ
に
人
生
の
縮
図
そ
の
も
の
で
あ

り
、
私
達
に
大
き
な
勇
気
と
希
望
を
与

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
我
が
愛

好
会
所
属
八
十
八
歳
の
片
桐
氏
の
「
北

国
の
春
」
は
感
動
を
呼
び
、
背
筋
を
伸

ば
し
て
拍
手
し
、
目
を
輝
か
せ
て
く
れ

た
姿
は
焼
き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
又

詩
吟
の
「
山
寺
」
と
「
最
上
川
」
は
身

近
に
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
、
物
音
ひ
と

つ
せ
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
す
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
全
身
で
受
け
止
め
て
く
れ
て
、

緊
張
感
す
ら
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
で
し
た
。

持
参
し
た
手
み
や
げ
を
入
居
者
の
ひ
と

り
ひ
と
り
に
手
渡
し
、
あ
り
が
と
う
！

元
気
で
ネ
！
七
十
余
名
の
入
居
者
の
方

と
職
員
の
方
々
の
賛
同
の
も
と
心
ひ
と

つ
に
、
和
や
か
な
あ
た
た
か
い
心
の
ふ

れ
合
い
に
深
く
感
動
し
つ
つ
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

あ
た
ご
荘
を
訪
ね
て

西
地
区吉田

　
静
子

　
昨
年
の
十
二
月
よ
り
、
宿
直
員
と
し

て
就
業
し
、
リ
ー
ダ
ー
並
び
に
諸
先
輩

方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鋭

意
努
力
中
で
す
。
不
備
な
点
を
反
省
し

つ
つ
、
約
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
古
希
を
過
ぎ
振
り
返
る
と
、
仕
事
と

人
生
を
無
難
に
過
し
て
き
ま
し
た
。
　

　
十
数
年
前
、
高
齢
の
両
親
を
介
護
施

設
で
、
穏
や
か
に
看
取
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
お
世
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
職
員
の
方
の
、
ご
苦
労
を

感
じ
と
る
事
が
希
薄
で
し
た
。

　
介
護
施
設
に
就
業
し
て
み
て
、
介
護

と
い
う
仕
事
が
い
か
に
重
要
で
大
変
か

を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
介
護
職
の
仕
事
は
綿
密
細
や
か
な
引

継
ぎ
や
意
志
の
疎
通
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
突
然
の
病
気
や
救
命
対
応
。
日
夜
、

複
雑
な
勤
務
に
就
き
な
が
ら
、
い
つ
も

張
詰
め
た
心
構
え
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　
百
名
近
く
の
入
居
者
は
、
様
々
な
個

性
を
持
ち
、
健
康
状
態
や
食
事
・
家
庭

環
境
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

の
介
護
業
務
と
、
そ
れ
ら
の
基
盤
に
携

さ
わ
る
各
職
員
の
方
々
は
、
本
当
に
御

苦
労
様
で
す
。

　
私
も
宿
直
員
と
し
て
、
職
員
の
皆
様

の
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

健康・趣味・つながり

なごやかな慰問会場

寄 

稿
寄 

稿
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佐々木良樹・掘　修二
霞城セントラル駐輪場

就
業
会
員
を
訪
ね
て

就
業
会
員
を
訪
ね
て（

取
材
・
広
報
部
）

（
取
材
・
広
報
部
）

　
沼
木
の
社
会
福
祉
法
人
公
和
会
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
み
こ
こ
ろ
の
園
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
入
居
者
約
八
十
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
約
五
十
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。当
園
に
は
、宿
直
・
送
迎
・
食
器
洗
浄
・

清
掃
等
で
九
名
の
会
員
が
就
業
中
。

　
今
回
は
、
食
器
洗
浄
業
務
担
当
の
佐
々
木
ヒ
デ

子
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
就
業
日
は
月
・
火
・
木
・
土
の
週
四
日
。
十
二

時
半
か
ら
十
五
時
半
ま
で
の
三
時
間
と
、
家
事
に

支
障
の
な
い
時
間
帯
、
通
勤
時
間
も
十
五
分
と
短

く
、
と
て
も
働
き
や
す
い
で
す
と
佐
々
木
さ
ん
。

　
取
材
中
、
目
前
の
厨
房
か
ら
大
き
な
台
車
で
利
用
者
さ
ん

の
昼
食
が
運
ば
れ
る
の
を
目
前
に
し
て
、「
食
器
の
枚
数
は
何

百
枚
？
」と
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
山
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
位
か
な
？
」

と
両
手
を
大
き
く
広
げ
た
。
作
業
内
容
は
食
器
洗
浄
後
、
一

時
間
ほ
ど
乾
燥
・
種
類
ご
と
棚
に
収
納
。

　
明
る
い
施
設
の
ホ
ー
ル
で
は
、
昼
食
を
終
え
た
利
用
者
さ

ん
が
、
元
気
な
職
員
さ
ん
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
届
け
た
佐
々
木
さ
ん
、
仕
事
場
の
厨
房
へ…

　「
職
場
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が

ら
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
」
力
強

い
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

佐々木ヒデ子
みこころの園

就業中の佐々木さんと堀さん

厨房へ向かう佐々木さん
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新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　

宗
教
色
と
は
無
縁
の
仏
像
彫
刻
、
そ

の
美
に
魅
せ
ら
れ
た
渥
美
健
治
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

何
故
、
仏
像
を
彫
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
、
そ
れ
は
四
十
代
半
ば
に

定
年
後
の
生
き
方
、
過
ご
し
方

を
考
え
始
め
た
か
ら
。
細
か
い

仕
事
が
得
意
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
物
造
り
で
も
、
し
か
も
個
人

で
継
続
し
て
い
け
る
も
の…

と

思
案
し
て
い
る
中
、
何
気
な
く
入
っ
た

書
店
で
の
仏
像
彫
刻
の
手
引
書
と
の
出

会
い
で
し
た
。
す
ぐ
に
通
信
教
育
を
申

し
込
み
、
一
年
間
の
講
習
後
は
本
業
の

傍
ら
独
学
で
彫
刻
に
没
頭
し
て
い
く
毎

日
と
な
り
、今
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
の
講
師
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め

る
ま
で
に
。

　

作
品
の
展
示
会
は
二
年
に
一
度
と

の
こ
と
で
す
。

　

仏
像
の
慈
愛
に
満
ち
た
眼
差
し
と

温
も
り
、
木
（
米
檜
）
と
は
思
え
ぬ

法
衣
の
質
感
、
繊
細
な
指
先
、
実
際

に
目
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

完
成
度
の
高
さ
と
美
し
さ
に
観
る
者

も
魅
了
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

                            

（
取
材
・
広
報
部
）

仏
像
彫
刻
に

      

魅
せ
ら
れ
て

第
四
地
区

渥
美
　
健
治

聖観音 阿弥陀如来 弥勒菩薩

第
一
地
区

第
二
地
区

第
三
地
区

第
六
地
区

西
地
区

第
八
地
区

第
十
地
区

鈴
川
二
地
区

鈴
川
三
地
区

千
歳
地
区

佐
藤　

幸
夫

新
関　

悦
子

藤
澤　

秀
光

金
丸　
　

一

中
川　

よ
う

森
谷　

和
男

河
内　

洋
志

佐
藤　

良
子

加
藤　

妙
一

日
下
部
光
太
郎

渡
邉　

豊
治

渡
辺　

永
次

高
橋
正
太
郎

小
鹿　

恵
司

武
田　

博
泰

井
上　
　

節

吉
野
美
代
子

長
谷
川　

謙

橋
本　

卓
雄

佐
藤
ま
り
子

熊
谷　

淳
子

千
歳
地
区

飯
塚
・
椹
沢
地
区

東
沢
地
区

滝
山
一
地
区

滝
山
二
地
区

出
羽
・
明
治
地
区

大
郷
地
区

楯
山
地
区

蔵
王
地
区

南
山
形
・
本
沢
地
区

西
部
地
区

丸
子　

光
雄

渡
邉　
　

隆

田
中　

耕
樹

金
子　

忠
幸

後
藤　

俊
治

伊
藤　

和
夫

林
崎
加
代
子

海
鋒　

博
幸

大
沼　
　

拓

海
谷　

正
弘

佐
藤　

太
士

宗
片　

健
一

岸　
　

正
美

坂
本　

政
臣

佐
藤　

一
郎

藤
川　

正
美

小
笠
原　

雅

竹
田　
　

茂

山
口　
　

均

吉
田　

喜
義
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U
R
L
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi/

E-m
ailyam

agatashi@
sjc.ne.jp

（公社）

あ と が き
　
暖
か
な
日
差
し
と
な
り
、
花
咲

く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
大
き
な
節
目
の

年
。

　
四
月
末
で
平
成
の
年
も
終
え
、

来
る
五
月
一
日
に
は
期
待
膨
ら

む
、
新
た
な
元
号
を
迎
え
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
五
十
五

年
十
月
開
設
。
会
員
数
、
四
百
八

十
八
名
で
し
た
。
今
や
当
初
の
二

倍
を
超
え
る
会
員
数
に
な
り
ま
し

た
。

　
更
に
昭
和
五
十
七
年
、
会
報
を

発
行
開
始
し
、
本
号
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　
当
初
か
ら
今
日
ま
で
の
長
い

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
関
わ
り
、

築
い
て
下
さ
っ
た
諸
先
輩
の
方
々

と
会
員
の
皆
様
に
感
謝
し
、
私
共

も
新
た
な
気
持
ち
で
、
引
き
続
き

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
取
り
巻
く
環
境
は
、
働
き
方
改

革
に
始
ま
り
、
山
形
市
が
中
核
市

に
、
消
費
増
税
等
、
多
様
な
変
革

の
年
に
な
る
様
で
す
。

　
又
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
と
し
て
盛
り
上

が
り
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　
改
元
に
伴
い
、
相
変
わ
ら
ず
の

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
等
も

多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
な
お
一
層
の
用
心
を

し
た
い
も
の
で
す
。

　
あ
の
チ
コ
ち
ゃ
ん
の
声
が
飛
ん

で
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。

セ
ン
タ
ー

　
　
緊
急
連
絡
先

年
度
替
え
の

手
続
き
に
つ
い
て

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、会
員
証
と
一
緒
に
お
渡
し

す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、就
業
の

際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い

る
年
度
会
費（
会
員
互
助
会
除
く
）の
主

な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

　
年
度
替
え
に
な
り
、会
員
の
更
新
手

続
き
の
時
期
で
す
。世
話
役
の
方
々
に

会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
、会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、退
会
さ
れ
る
方
は
、退
会
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、各
地
区

班
の
班
長
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

四
月
十
九
日（
金
）

五
月
二
十
日（
月
）

六
月
二
十
日（
木
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

四
月
四
日（
木
）　
十
一
日（
木
）　

十
八
日（
木
）

五
月
九
日（
木
）　
十
六
日（
木
）

二
十
三
日（
木
）

六
月
十
三
日（
木
）　
二
十
日（
木
）

二
十
七
日（
木
）

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

■
就
業
相
談
日

日
時
：
六
月
十
二
日（
水
）

　
　
　
午
後
三
時

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
員
傷
害
保
険
料（
一
人
あ
た
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
百
九
十
円

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　
九
百
円（
う
ち
、三
百
十
円
を
充
当
）

（
午
後
一
時
三
十
分
）

四
月
十
一
日（
木
）

五
月
九
日（
木
）

六
月
十
三
日（
木
）

〇
九
〇―

六
二
五
五―

五
三
〇
二

年
度
会
費
は

傷
害
保
険
料
に
充
当

平
成
三
十
一
年
度

　
定
時
総
会
の
開
催

更
新
と
退
会
手
続
き
を
お
早
め
に
！
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